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	静岡社会健康医学大学院大学
	地域の健康と医療を支える研究成果
	SHIZUOKA SPH

	RESEARCH BOOK
	はじめに
	　静岡社会健康医学大学院大学（静岡SPH）では、地域の健康課題の解決と健康寿命の延伸を目指し、社会健康医学の視点から研究を進めています。疫学、医療統計、健康政策、医療・介護データ活用などの知見を結びつけ、研究成果を地域社会で実際に役立てる「社会実装」に取り組んでいます。
	　本冊子では、本学の教員・学生・研究協力者による研究成果を、できるだけわかりやすく紹介しました。研究成果を行政、医療・介護関係者、地域の皆さまと共有し、健康づくりや地域課題の解決、県民の皆さまへのヘルスコミュニケーションに活かすことで、健康行動の実践や行動変容につながることを期待しています。
	　研究成果を社会に還元するためには、地域の皆さま、行政機関、医療・介護・福祉の現場など、多くの方々との連携が欠かせません。日頃より本学の教育・研究活動にご理解とご協力を賜っております皆さまに心より感謝申し上げますとともに、本冊子が新たな対話や連携のきっかけとなれば幸いです。
	令和8年5月  静岡社会健康医学大学院大学 学長　宮地良樹

	www.s-sph.ac.jp

	地域の健康と医療を支える研究成果
	見てわかる！論文・研究解説　
	4–11 ページ
	本学所属の研究者が発表した学術論文などから8つの研究を ピックアップし、図表やイラストでわかりやすく解説します
	世界の乳がん検診が変わる？ 世界の超一流医学雑誌に掲載！
	特定健診（メタボ健診）を受けると糖尿病・高血圧は予防できる？ - 日本全国約30万人を最大10年間追跡した大規模研究
	小規模事業所における健康管理の課題 - 健診実施確認や受診後フォローで行政との連携に期待
	夜間トイレに起きる回数が多い夜ほど寝ている間の血圧が上昇 – 地域住民を対象としたながはまコホートでの研究
	やせていても安心できないー - 危険因子が重なると脳卒中・心臓病リスク上昇
	SKDB研究

	1年間で2-3kgの体重増減で 介護や死亡リスクが最大1.5倍に
	SKDB研究

	健診質問票で「要介護になりやすい人」を判定するための 点数表を開発
	SKDB研究

	咀しゃく障害がある人への歯科受診効果 - 自治体の取り組みをSKDBで裏付け
	SKDB研究

	静岡SPHの研究者が中心メンバーの研究が
	SKDB研究
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	www.s-sph.ac.jp
	市町施策への反映
	12–13 ページ
	その他の研究のご紹介
	14–15 ページ
	県内で活躍する学生・修了生のご紹介
	16 ページ
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	世界の乳がん検診が変わる？ 静岡SPHの研究者が中心メンバーの研究が 世界の超一流医学雑誌に掲載！
	ひとこと結論
	マンモグラフィに超音波検査を組み合わせて検診を行うと、 進行した乳がんを減らせることがわかりました
	　どんな課題やギモンを解決しようとしたか　　



	73,000
	研究対象者
	マンモグラフィ単独
	マンモグラフィ＋超音波検査
	・・・2年間隔で2回受診後、10年以上長期追跡して比較・・・

	乳がん全体の見つかり方に差はなく、 進行した乳がんで見つかる人の割合に差がみられました
	１０年間で進行した乳がん（ステージ2以上）で見つかった人の割合は


	0.79%
	0.64%
	マンモグラフィ単独
	超音波を追加した集団
	で　         、
	で          　でした
	全追跡期間では、進行した乳がんで見つかる割合が、

	17%
	低いことがわかりました
	超音波を追加した集団で約
	　地域や社会への意義
	研究の課題・展望
	研究論文の情報

	特定健診（メタボ健診）を受けると 糖尿病・高血圧は予防できる？ 日本全国約30万人を最大10年間追跡した大規模研究
	ひとこと結論
	特定健診（メタボ健診）を受けた人は、受けなかった人と比べて、 糖尿病や高血圧を発症するリスクが約10％
	低いことがわかりました
	　どんな課題やギモンを解決しようとしたか　　
	日本の働く世代
	万人
	研究対象者
	特定健診受診者



	7.8
	万人
	特定健診未受診者

	21.4
	万人
	特定健診受診者
	は、
	投薬が必要な糖尿病・高血圧の発症のリスクが

	9.8%
	低下
	したことがわかりました
	　地域や社会への意義
	研究の課題・展望
	研究論文の情報
	県委託研究



	小規模事業所における健康管理の課題 健診実施確認や受診後フォローで行政との連携に期待 – 静岡県富士健康福祉センターとの協働調査 -
	ひとこと結論
	50人未満の小規模事業所では、健診の実施確認や、健診後の受診勧奨・受診継続に課題があり、行政支援の活用が重要と考えられました
	　どんな課題やギモンを解決しようとしたか　　
	富士市・富士宮市において、小規模事業所の健康づくり実態調査から約10年が経ち、健康経営の推進など支援環境は大きく変化しました
	従業員50人未満の小規模事業所における健康管理の実態と、働く人の受診状況や支援ニーズを調査しました
	（静岡県富士健康福祉センターとの協働）
	調査対象



	537
	事業所調査

	400
	従業者調査
	健診の流れでみえた課題
	定期検診を受けた


	64.3
	(257   /400   )
	異常を指摘された


	52.5
	(135   /257   )
	会社から 再検査や治療を勧められた


	46.6
	(63   /135   )
	実際に受診した


	60.7
	(82   /135   )
	全員の健診受診を把握している事業所


	70.9
	(376         /537        )
	受診しなかった理由（135人中受診しなかった53名からの回答）
	「自覚症状がなかった」
	「面倒だった」
	「多忙だった」
	　地域や社会への意義
	この研究は法令順守が難しい状況にある小規模事業所の実態を示したものです
	研究成果は行政の健康づくり支援や事業所向けリーフレット作成などに活用されます

	研究の課題・展望
	健診で異常を指摘された人が、なぜ受診勧奨に応じても受診に至らないのかを、理由や属性ごとに詳しく分析し、施策につなげることが課題です
	研究の情報
	- 6 -


	夜間トイレに起きる回数が多い夜ほど 寝ている間の血圧が上昇 地域住民を対象とした‘ながはまコホート’での研究
	ひとこと結論
	同じ人でも、夜中にトイレに起きる回数が多い夜ほど、 寝ている間の血圧が高くなることがわかりました
	　どんな課題やギモンを解決しようとしたか　　



	2,500
	研究対象者
	夜間のトイレ回数と睡眠中の血圧の関係


	+ 4.7
	+ 2.4
	+ 2.3
	夜間のトイレ回数が増えると睡眠中の血圧が高かった
	　地域や社会への意義
	研究の課題・展望
	研究論文の情報
	SKDB研究



	やせていても安心できない― 危険因子が重なると脳卒中・心臓病リスク上昇 静岡国保データベース（SKDB）を用いたビッグデータ研究
	ひとこと結論
	メタボでなくても、血圧・脂質・血糖の異常が重なると、 脳卒中や心臓病のリスクが高くなることが明らかになりました
	　どんな課題やギモンを解決しようとしたか　　
	研究対象者




	1 1
	2.2 1.4
	2.6 1.7
	3.9 2.1
	1 1
	1.5 1.8
	1.6 2.4
	2.3 4.1
	　地域や社会への意義
	研究の課題・展望
	研究論文の情報
	SKDB研究

	1年間で2-3kgの体重増減で 介護や死亡リスクが最大1.5倍に 静岡国保データベース（SKDB）を用いたビッグデータ研究
	ひとこと結論
	高齢者では、過去1年間に体重が2kg以上減る、または3kg以上増えると、 その後の要介護認定や死亡リスクが高くなっていました
	　どんな課題やギモンを解決しようとしたか　　
	研究対象者
	1年間の体重変化と要介護・総死亡の関連
	kg以上増加
	kg以上減少

	要介護リスク
	要介護リスク



	65-74
	1.5
	1.5
	死亡リスク
	死亡リスク

	1.4
	1.5
	要介護リスク
	要介護リスク

	75-90
	1.3
	1.3
	死亡リスク
	死亡リスク

	1.3
	1.3
	2kg以上の減少、3ｋｇ以上の増加で要介護認定や総死亡のリスクが上昇
	　地域や社会への意義
	研究の課題・展望
	研究論文の情報
	SKDB研究



	健診質問票で「要介護になりやすい人」を 判定するための点数表を開発 静岡国保データベース（SKDB）を用いたビッグデータ研究
	ひとこと結論
	75歳以上の健診で答える15項目の質問のうち、 9項目といくつかの基本情報を組み合わせることで、 2年以内の要介護認定リスクを判定できる可能性が示されました
	　どんな課題やギモンを解決しようとしたか　　

	研究対象者
	要介護スコア点数表
	6点
	もの忘れを指摘される 今日の日付がわからない 健康状態が悪い 過去1年で転倒した 週1回以上外出しない ６か月で2kg以上やせた 以前より歩くのが遅くなった
	5点
	4点
	3点
	3点
	2点
	2点
	週1回以上健康のために 歩かない
	2点

	合計点
	点以上で
	2年以内の 要介護2以上認定リスクが

	%以上
	　地域や社会への意義
	研究の課題・展望
	研究論文の情報

	咀しゃく障害がある人への歯科受診勧奨 –自治体の取り組みをSKDBで裏付け 静岡国保データベース（SKDB）を用いたビッグデータ研究
	ひとこと結論
	咀しゃく障害があると答えた人のうち、 歯科を受診した人の方が受診しなかった人に比べて、 改善する割合が高いことがわかりました
	　どんな課題やギモンを解決しようとしたか　　



	6,800
	研究対象者
	歯科受診でかみにくさが改善


	1.26
	高い

	34.7
	27.5
	　地域や社会への意義
	研究の課題・展望
	研究論文の情報

	特定健診・がん検診受診率向上および
	生活習慣病予防のための研究
	静岡多目的コホート研究事業
	（しずおか研究）

	その他の研究のご紹介
	入院高齢者の高リスク要因として、男性、高齢、神経疾患、認知症などが明らかになりました。
	SKDB研究

	客観的に測定した咀嚼力の低下はサルコペニアと関連することが明らかになりました。
	足底感覚の低下は高齢者のバランスと下肢運動機能と関連することが明らかになりました。
	がん骨転移に対する緩和的放射線治療の県内の実施について、 地域レベルよりも施設レベルでの格差が顕著であることが明らかになりました。
	SKDB研究

	糖尿病患者は、病状が進行するほど歯科受診率が下がる傾向にありました。 透析導入前の糖尿病患者が歯科を受診すると、透析導入のリスクが下がる 可能性があるかについて解析を進めています。
	SKDB研究
	佐藤洋子.  口腔と全身の健康に関するエビデンス創出のための研究
	SKDB研究：静岡国保データベースを用いた研究 しずおか研究：静岡多目的コホート研究事業
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	ナッジなどの行動科学の手法を活用し、HPVワクチンや婦人科検診、骨粗鬆症検診の受診を促すための資材や情報提供方法を開発・評価しています。
	研究代表者：溝田友里　准教授 女性の健康の包括的支援の推進に資する受診勧奨及び情報発信方法の開発と評価に関する研究―ナッジ等の行動科学を活用した受診勧奨―
	袋井市民を対象に、普段の調味料を減塩調味料に置き換えることで血圧が下がるかどうかを検証する研究を開始しました。 現在、参加者を募集して準備を進めています。
	研究代表者：佐藤清香　講師 袋井市における減塩調味料の配布による減塩にかかわる食行動および降圧効果の検証のための介入研究


	都道府県レベルで行われる地域ケア会議の運営状況を調査し、 PDCAサイクルなどの手法を用いて、施策やサービスがより円滑に 県民に提供されるような仕組みづくりを検討しています。
	研究代表者：髙山智子　教授 地域包括ケアシステムの広域調整会議の場の機能的な運営と評価に関する探索的研究
	静岡県民の健康寿命の維持・延伸に向け、市町ごとの栄養摂取量や生活習慣データを継続的に調査し、分析しています（食と生活習慣チェック）。この結果は市町の健康増進計画や事業所の健康経営に活用されています。また、各市町で統一したデータを取得できる取り組みは、 他県からも注目を集めています。
	研究代表者：山本精一郎　教授 健康寿命延伸のための市町別生活習慣等のモニタリングの継続
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	県内で活躍する学生・修了生のご紹介
	修士課程2023年修了 博士課程2026年修了
	朝比奈 彩　さん
	静岡赤十字病院検査部　 副部長
	[大学院での主な研究テーマ] SKDBを活用した高血圧や多血症の研究など
	修士課程2023年修了 博士課程2023年入学


	市川　義一　さん
	静岡赤十字病院 副院長・産婦人科部長
	[大学院での主な研究テーマ] 子宮頸がん予防行動を促す手法の開発など
	修士課程2024年修了

	塩谷　祐実 さん
	富士市役所保健部健康政策課 統括主幹（管理栄養士）
	[大学院での主な研究テーマ] 食と生活習慣チェック調査の研究など
	修士課程20２６年修了

	林　優子 さん
	静岡市葵区役所健康支援課 副主幹（保健師）
	[大学院での主な研究テーマ] ３歳児就寝時刻と小学校１年時の肥満との関係　など
	修士課程2023年修了 博士課程2026年修了

	植木　力　さん
	順天堂大学医学部附属静岡病院 心臓血管外科 准教授
	[大学院での主な研究テーマ] B型大動脈解離の臨床成績と治療傾向など
	修士課程2025年修了


	岡　利津子 さん
	裾野市役所健康福祉部　 健康福祉部長兼福祉事務所長
	[大学院での主な研究テーマ] 定期的な歯科受診に関する因子の探索など
	修士課程202６年修了

	坪井　香奈子 さん
	榛原総合病院 歯科口腔外科・医長
	[大学院での主な研究テーマ] 薬剤関連顎骨壊死発症のリスク因子の検索など
	修士課程20２4年入学

	鈴木　健一　さん
	静岡県立こころの医療センター 医療部長
	[大学院での主な研究テーマ] 統合失調症患者の入院治療と再入院の関係など
	このほかにも、県内各地で活躍する修了生・学生がたくさんいます
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